






























































































































































な局面に直面し、そのつど彼の生きるべき方途を模索し続ける半生を描いた長篇小説である。ここには作者である大江健三郎の人となりや、彼の小説を読んできた読者ならばまず、この語り手である﹁僕﹂を作者自身に重ねてしまうような、彼自身の伝記的事実がちりばめられている。少年時代の数々 エピソードや、頭に障害 持った息子の存在、若くして作家となったことにまつわ 苦難など、大江を知る人にとっては周知の事実ともいえる出来事が描かれていること、さらには物語内で﹁僕﹂が発表 たと 小説が、 ごとく自身がすでに著している小説を思わせる内容である点などから、読者は容易 この﹁僕﹂を大江自身 重ねて
読むことが可能となってい





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































e un autre. édition du Seuil. （久米博訳﹃他者のような自己自身﹄法政大
学出版局
1990 ）
杉村靖彦﹁物語と自己の探求﹂
（﹃フランス哲学思想研究﹄第４号
. 日仏哲学会
.1999,p.68-83 ）
ⅰ
 
リクールの﹁物語的自己同一性﹂については、拙稿（
﹃札幌大学総合論叢﹄第３４号）の考察がある。
ⅱ
 
本稿でいうところの﹁物語﹂とは、リクールの定義に従い、
﹁物語る﹂という語りの行為を内包した
narrative
の訳語として用いている。
 
ⅲ
 
初出は
1987
年（講談社刊）
。のちに文庫本、全集に収録されている。
ⅳ
 
メタフィクションの定義については
 W
augh, P
.(1984) M
etaﬁction. M
ethuem
 &
 C
o. L
td P
. 2
～
4
ⅴ
 ﹁
言
葉
に
な
ら
な
い
思
い
に
何
度
も
と
ら
わ
れ
﹂
て
い
た
と
い
う
解
釈
は、
物
語
中
に﹁
僕
﹂
が
書
け
な
く
て
わ
だ
か
ま
り
を
抱
え
て
い
る﹁
内
面
の
問
題
﹂
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ると考えていること、また﹁自分に対して﹂
﹁感じている﹂
﹁根拠のない負い目﹂
（４１８頁）を感
じているという言説をふまえている。
